
日本共産党飯塚市議団活動レポート213　見解を発表しましたので紹介します。 
2023年12月17日　飯塚市片島1ー4ー62  電話0948(22)6783    FAX (29)3424 

川上なおき 活動日誌   12月7日ー13日　　 
 ７日Thu  市議会（一般質問・議会運営委員会） 
 ８日Fri    市議会（議案質疑） 
 ９日Sat   白旗山乱開発ストップ宣伝（幸袋）伊川の郷（ラジウム温泉請願） 
10日Sun  生活相談（引越し） 
11日Mon  低所得者への生活応援について懇談 
12日Tue   福祉文教委員会（ラジウム温泉請願・介護保険料引下げ請願） 
13日Wed  生活応援（非課税・課税）へ現金支給を要望 

保
険
料
引
下
げ
の
財
源
は
、
十

分
に
あ
り
ま
す
。 

●
来
年
度
か
ら
の
介
護
事
業
計

画
づ
く
り
が
、
大
詰
め
を
迎
え

て
い
ま
す
。
市
民
意
見
募
集

が
、
１
２
月
１
日
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
１
月
４
日
が
締
切
で

す
。
意
見
を
書
く
用
紙
は
、
市

役
所
や
支
所
、
交
流
セ
ン
タ
ー

に
あ
り
ま
す
。
日
本
共
産
党
事

務
所
に
も
お
い
て
い
ま
す
。 

　
前
回
（
３
年
前
）
は
、
意
見

提
出
は
わ
ず
か
３
通
で
し
た
。

　
人
事
院
勧
告
に
そ
っ
た
常
勤

職
員
の
給
与
ア
ッ
プ
改
定
議
案

が
、
市
議
会
に
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
常
勤
職
員
は
４
月
に
遡
り

ま
す
。
会
計
年
度
任
用
職
員

（
１
年
雇
用
非
常
勤
）
は
、
来

年
１
月
か
ら
で
、
９
か
月
分
の

不
利
益
で
す
。 

　
常
勤
職
員
の
給
与
改
定
が
行

わ
れ
る
時
に
は
、
会
計
年
度
任

用
職
員
も
準
じ
て
改
定
す
る
こ

と
基
本
と
し
適
切
に
対
処
す
べ

き
こ
と
は
、
総
務
省
が
５
月
２

日
付
け
通
知
に
続
い
て
、
１
０

月
２
０
日
付
け
で
副
大
臣
通
知

を
出
し
て
い
ま
す
。 

　
今
回
議
案
が
４
月
遡
及
を
認

め
な
い
こ
と
か
ら
、
会
計
年
度

任
用
職
員
が
受
け
取
れ
な
い
額

は
、
平
均
ほ
ぼ
８
万
５
千
円
に

も
な
る
計
算
で
す
。
会
計
年
度

職
員
７
１
１
人
で
は
、
総
額
６

千
万
円
に
な
り
ま
す
。 

　
川
上
直
喜
市
議
は
１
２
月
８

日
、
議
案
質
疑
に
お
い
て
国
の

通
知
に
そ
っ
て
、
常
勤
職
員
に

準
じ
４
月
遡
及
す
る
よ
う
要
求

し
ま
し
た
。 

総務省通知（５月２日）副大臣通知（１０月20日）に基づいて 
給与改定の４月遡及　会計年度任用職員にも適用すべき 

●
「
物
価
高
騰
の
さ
な
か
、
少
な

い
年
金
か
ら
介
護
保
険
料
が
天
引

き
さ
れ
、
暮
ら
し
は
ま
す
ま
す
大

変
」
と
、
悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。
年
金
支
給
の
月
に
行
わ
れ
る

百
縁
市
（
飯
塚
市
中
心
商
店
街
）

で
は
、
請
願
署
名
に
協
力
す
る
人

び
と
の
行
列
が
で
き
ま
し
た
。 

●
飯
塚
市
の
介
護
保
険
料
が
、
福

岡
県
で
一
番
高
い
の
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
全
国
で
は
４
４
番
目

で
す
。
も
と
も
と
高
い
の
に
３
年

前
に
、
さ
ら
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。 

●
介
護
給
付
費
等
準
備
基
金
は
、

予
定
は
２
億
５
５
０
０
万
円
に
対

し
１
０
億
円
を
超
え
ま
し
た
。
ほ

ぼ
４
倍
で
す
。
高
齢
者
の
引
下
げ

を
求
め
る
声
に
、
飯
塚
市
が
ず
っ

と
背
を
向
け
続
け
た
結
果
で
す
。

介護保険料引下げへ活用 を 

介護給付等準備基金が目標のほぼ４倍 

10 億円超に 

地
方
公
務
員
の
給
与
改
定
等
に
関
す
る
取
扱
い
に
つ

い
て
の
総
務
副
大
臣
通
知 

（
令
和
５
年
１
０
月
２
０
日
）
４
よ
り
抜
粋 

「
常
勤
職
員
の
給
与
改
定
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
け

る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
に
係
る
取
扱
い
に
つ

い
て
」
（
令
和
５
年
５
月
２
日
付
け
総
行
第
２
１

号
）
を
踏
ま
え
、
常
勤
職
員
の
給
与
改
定
が
行
わ
れ

た
場
合
に
お
け
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
に
つ

い
て
は
、
改
定
の
時
期
を
含
め
、
常
勤
職
員
の
給
与

改
定
に
準
じ
て
改
定
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
適
切

に
対
処
す
る
こ
と
。 

　
介
護
保
険
料
の
引
下
げ
を

求
め
る
請
願
が
、
飯
塚
市
議

会
福
祉
文
教
委
員
会
で
１
２

月
１
２
日
、
賛
成
多
数
（
５

対
１
）
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
川
上
直
喜
市
議
（
日
本

共
産
党
）
が
趣
旨
説
明
を
行

い
、
議
員
の
質
問
に
答
え
ま

し
た
。
市
執
行
部
に
も
、
高

す
ぎ
る
介
護
保
険
料
の
生
活

へ
の
影
響
、
飯
塚
市
が
県
下

で
い
ち
ば
ん
高
い
要
因
、
介

護
保
険
基
金
が
増
大
し
た
理

由
、
今
後
の
活
用
な
ど
に
つ

い
て
、
活
発
な
質
問
が
続
き

ま
し
た
。 

福
祉
文
教
委
員
会
が 

引
下
げ
請
願
を
可
決 

第8期計画 
2020ー2023 

第7期計画 
2017ー2019 

第6期計画 
2014ー2016 

市民意見募集に 
保険料引下げの声を 

県下でいちばん、全国44番目の高さ 

1.９億円 1.９億円 
2.５億円 

10.０億円 

た
め
こ
み
過
ぎ
７
・
５
億
円 


